
プログラム
受賞者のご紹介（順不同・敬称略）

平成27年度循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰

式　　　典 １３：00 １3：50第Ⅰ部

１３：00 13：25

■表 彰 式
循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰
３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰

13：25 １3：50

記念シンポジウム １４：05 １6：30第Ⅱ部
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百瀬 則子氏
ユニーグループ・ホールディングス株式会社執行役員
グループ環境社会貢献部長

■開会挨拶　環境副大臣、福井県知事、3R活動推進フォーラム副会長　
■来賓挨拶　福井県議会議長
■来賓紹介

■講　　演　 「持続可能な社会を目指して」 
講師：ユニーグループ・ホールディングス株式会社執行役員
　　　グループ環境社会貢献部長　百瀬 則子氏

１4：05 14：45

■特別発表　 「食べきり寸劇」　　
発表者：福井県連合婦人会

14：45 15：05

名刺交換会 学習室 101・10216：35 17：00

■次回開催地挨拶　徳島県　県民環境部　次長　手塚 俊明氏１6：30 １6：35

3R活動優良企業

3R活動推進功労（団体）

3R活動推進功労（個人）

平成８年に自然木の伐採木・伐根樹等をチップ化するプラントを設置
し、チップ化した伐採木・伐根樹等を、家畜の敷材やミミズを活用した
有機肥料にすることにより、産業廃棄物の排出ゼロに取組んでいる。

花本建設株式会社 北海道

平成５年から生ごみの減量化・リサイクルに関する研究を行い、堆肥
化促進剤「ぼかし肥」を開発した。その他、環境教育・普及啓発に取組
んでいる。

生活協同組合CO・OPとやま生ごみリサイクル研究会

平成12年より、自社工場内より排出される廃棄物について、受入・調
合・充填・パッケージ等すべての工程及び事務所でリサイクルを進め
る「ゼロ・エミッション活動」に取組み、平成13年よりリサイクル100％
を達成している。

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 北海道

平成24年に野菜や果物等の残さを資源化し、それを原材料とした「お
やさいクレヨン」の商品化に成功した。現在では、クレヨンだけでな
く、自然素材でできた様々な商品を考案しており、残さの削減・リサイ
クルに努めている。

mizuiro株式会社 青森県

昭和55年の設立以来、金属回収や多品目の取扱ができる産業廃棄
物処理業者として活動を続け、現在では、岩手県で初となる小型家電
リサイクル法に基づく大臣認定を受けるなど、他事業者の規範となる
活動を展開している。

ニッコー・ファインメック株式会社 岩手県

平成23年から、東日本大震災で発生したがれき中の金属くずを独自
に考案した最適加工選別処理法により、処理量5.88万ｔの内99.1％
を再資源化し、最終処分量の削減に取組んでいる。

産業振興株式会社 釜石事業所 岩手県

平成13年度より現広島県資源循環協会理事に就任し、平成23年度に
は協会会長として、適正処理、不法投棄防止、３Ｒの推進に向けた同協会
活動の主導的役割を果たしてきた。さらにＮＰＯ法人広島循環型社会推
進機構副理事長等として各種リサイクル技術の開発等に貢献している。

小川　勲 広島県

平成17年より、ごみを出さない暮らしを目指し、エコクッキングの実
践、庭の雑草や枯れ木、果物の皮を使った堆肥づくりを進め、一般家
庭の一日平均排出量の10分の１という減量に成功している。その活
動が環境啓発紙等で取り上げられるとともに、県の環境保全アドバイ
ザー等として環境学習の推進にも貢献している。

森末　富子 宮崎県

平成15年、熱海女性連絡会を中心にマイバック運動を展開し、その後、
市と協働で可燃ごみ減少のための雑がみ回収事業を推進している。

熱海女性連絡会 静岡県

富山県

昭和46年から市の家庭ごみや資源ごみの収集を行うとともに、古紙回
収事業を通じて学校への環境教育・資源循環教育に役立てている。

富士宮清掃有限会社 静岡県 平成19年より、企業内で３Ｒを推進していくために立てるべき計画、
環境マネジメントに係る相談に対し助言等を行い、廃棄物の排出をゼ
ロにする循環型産業システムの構築に尽力している。

特定非営利活動法人 ＫＥＳ環境機構 京都府

平成９年から活動開始し、「楽しみながらできることを始めよう」を合言
葉に、家庭のエネルギー利用、ごみの減量化等、我が家でできるＣＯ２
削減運動に取組んでいる。

地球温暖化を考える北九州市民の会 福岡県

平成10年より缶・びん・ペットボトルの分別収集に際し、ごみステーショ
ンでの立会活動などを通じて分別収集の向上を図るとともに、本活動
による徹底した分別の取組の結果、処分場の大幅な延命化が図られた。
また、環境情報誌の発行を行うことにより、普及啓発活動にも取組んで
いる。

大崎町衛生自治会

平成22年からフルーツ缶詰等の製造工程で発生する高濃度シロップ
をバイオガス化し、燃料として有効利用することで、廃棄物の発生抑
制や化石燃料使用量減少による温室効果ガス排出量を削減している。

株式会社藤枝農産加工所 静岡県

昭和56年より、多品目の廃棄物の適正処理及びリサイクルを実施し、生
ごみや下水道汚泥の堆肥化、廃棄物処理の際に発生するエネルギーを
利用した発電を行う等、サーマルリサイクルに積極的に取組んでいる。

三光株式会社 鳥取県

平成20年より、岡山市と協働により、一般家庭、飲食店、食品製造工場等
より排出される廃食用油から高品質なＢＤＦを製造している。また、小学
生等へ工場見学の機会を提供する等、環境教育を積極的に行っている。

バイオディーゼル岡山株式会社 岡山県

当該事業所から排出される廃棄物の大半を占める動植物残さ（いちご
葉）を自然乾燥させ、バイオマス燃料としてリサイクルを開始した。その
結果、事業所内の廃棄物を99％以上リサイクルすることに成功している。

日清紡ホールディングス株式会社 徳島事業所 徳島県

パネルディスカッション

コーディネーター：NPO法人 持続可能な社会をつくる元気ネット理事長
　　　　　　　　  ３R活動推進フォーラム副会長　崎田 裕子 氏

～食品廃棄物をはじめとした
　3Rの取組について～

講 師 紹 介

鹿児島県

平成20年から小型家電の回収事業を開始するとともに、平成24年に
は産業用電子機器に含まれるタンタルのリサイクルについて、世界で
初めて事業化に成功した。

柴田産業株式会社 福岡県

病院食の食品残さから堆肥をつくる活動を平成８年から開始。農業を
営む患者に、作った堆肥を配布し、それを用いて栽培した野菜を使っ
て食事を提供するといった循環型社会を病院内で形成している。

医療法人 真鶴会 小倉第一病院 福岡県

容器包装リサイクル法の施行以前よりペットボトルのリサイクルに取
組んでいる。また、平成11年から福祉施設と連携して、施設利用者の
積極的な雇用を推進するとともに、学校・団体等への工場見学受入れ
や環境出前講座を行っている。

株式会社イワフチ 佐賀県

平成13年に、下水処理施設等で発生する硫化水素の吸着剤の再生技
術を確立した。本技術により、これまで埋め立て処分していた吸着剤を
再生利用できるようになり、再生原料の確保とともに、資源の枯渇防止
に貢献できるようになった。

株式会社日本リモナイト 熊本県

15：05 16：30
「全国食べきりサミット～おいしい日本を食べきろう～」 

1980年ユニー株式会社へ入社。衣料販売に従事した後、
人事部、経営政策室、さらに4店舗で副店長を経験する。
2003年に環境部長、2008年に環境社会貢献部長となり
現在に至る。
環境省中央環境審議会・循環型社会部会食品リサイクル
専門委員会の委員、日本チェーンストア協会環境委員とし
ても活躍しており、審議会・委員会等で食品リサイクルや
小売業の排出抑制に関して意見を提言しています。

● 環境省　大臣官房廃棄物・リサイクル対策部　循環型社会推進室長　田中 良典氏
● 福井県　安全環境部　循環社会推進課　主任　大石 光紀氏
● 埼玉県　環境部　資源循環推進課長　豊田 雅裕氏
● 山口県　環境生活部　廃棄物・リサイクル課　主任技師　橋本 浩太郎氏
● 大分県　生活環境部　地球環境対策課　主事　村上 美夕紀氏
● 松本市　環境部　環境政策課長　土屋 雄一氏
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